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参
院
選
挙
の
告
示
を
前
に
し
た

７
月
６
日
、
対
都
、
対
国
来
年
度

予
算
確
保
に
む
け
た
行
動
、
集
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

０７
年
夏
の
陣
は
全
国
集
会
に
先

立
ち
都
庁
内
で
の
対
都
予
算
要
求

集
会
を
開
き
、
０８
年
４
月
か
ら
の

特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
へ
の

予
算
計
上
を
求
め
、
公
営
国
保
並

み
の
制
度
的
保
障
を
要
求
し
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
場
所
を
日
比
谷
野

音
に
う
つ
し
、
全
国
集
会
を
開

催
。
政
府
の
今
後
５
年
間
の
歳
出

削
減
目
標
の
中
で
さ
ら
な
る
切
込

み
が
い
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
土

建
国
保
を
含
め
た
建
設
国
保
の
運

営
は
不
安
定
さ
を
増
す
も
の
と
し

て
現
行
水
準
確
保
に
プ
ラ
ス
し

て
、
新
た
な
補
助
金
の
獲
得
を
め

ざ
す
こ
と
を
決
議
し
て
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
交
渉
で
国
、
都
と
も

に
一
定
の
前
進
的
、
積
極
的
な
回

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
し
か
し

予
断
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

現
在
取
組
ん
で
い
る
「
ハ
ガ
キ

要
請
�
１
人
４
枚
」
の
確
実
な
記

入
を
ふ
く
め
た
取
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

０７
年
政
治
決
戦
と
い
わ
れ
た
参

院
選
の
結
果
は
「
自
民
・
歴
史
的

敗
北
」
で
、
安
倍
自
公
政
権
に
対

す
る
国
民
の
厳
し
い
審
判
が
で
ま

し
た
。

私
た
ち
は
�
消
え
た
年
金
�、

松
岡
大
臣
自
殺
に
み
ら
れ
る
政
治

と
カ
ネ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
示

さ
れ
る
貧
困
と
格
差
を
な
く
す
、

さ
ら
に
美
し
い
国
や
戦
後
レ
ジ
ー

ム
の
脱
却
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
国
の

根
幹
を
変
え
よ
う
と
す
る
憲
法
改

悪
な
ど
へ
の
反
対
を
求
め
、
政
治

の
流
れ
を
変
え
よ
う
と
訴
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
消
費
税
の
増
税
、

大
衆
増
税
に
反
対
し
よ
う
と
訴
え

ま
し
た
。

結
果
は
民
主
党
の
大
躍
進
と
い

う
形
で
国
民
の
意
思
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
の
安
倍
首
相
は
、

「
政
策
の
基
本
路
線
は
理
解
さ
れ

た
」
と
強
弁
し
、
そ
の
根
拠
は
？

の
問
い
に
「
演
説
の
聴
衆
の
反
応

だ
」
と
答
え
る
始
末
で
す
。

０７
決
戦
の
勝
利
に
む
け
た
中
央

地
域
で
取
組
ん
だ
諸
運
動
の
成
果

と
し
て
こ
の
政
治
の
流
れ
を
さ
ら

に
推
進
し
、
秋
の
大
運
動
を
成
功

さ
せ
る
中
で
、
建
設
産
業
を
安
心

し
て
働
け
る
産
業
に
変
え
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
中
心
に
組
合
が
あ
り
、
そ

の
組
合
を
さ
ら
に
大
き
く
、
強
く

す
る
組
織
拡
大
の
成
功
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
◆
支
部
活
動
者
会
議
◆
◆

・
９
月
２
日（
日
）朝
９
時
半
〜

・
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

・
規
模
３
０
０
人

・
講
師
・
小
沢
隆
一
教
授

・
出
陣
式
�
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

◆
本
部
拡
大
出
陣
式
◆

・
８
月
２６
日
（
日
）
午
後
４
時

開
会

・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

・
分
会
２
人
参
加
。

※
拡
大
目
標
、
行
動
日
程
は
裏
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
と
製
造
企
業
の
賠
償
、
被

害
根
絶
・
全
面
救
済
を
求
め
る

集
団
訴
訟
の
組
織
化
で
７
月
末

現
在
５２
人
内
支
部
か
ら
５
人
の

仲
間
が
立
上
が
っ
て
い
ま
す
。

被
害
者
、
遺
族
の
決
意
に
応
え

支
援
体
制
を
く
み
ま
す
。

７
月
６
日
の
予
算
要
求
集
会
に

つ
づ
く
１３
日
夜
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
で

「
命
の
綱
・
土
建
国
保
を
守
る
大

学
習
会
」
が
２
０
０
人
の
出
席
で

開
催
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
東
京
土
建
の
伝
統
で
あ

る
�
た
た
か
っ
て
学
び
、
学
ん
で

た
た
か
う
�
と
し
て
、
本
部
松
尾

常
任
を
講
師
に
学
習
し
ま
し
た
。

９
条
と
と
も
に
２５
条
に
も
と
づ

く
社
会
保
障
の
諸
制
度
が
根
底
か

ら
崩
す
、
い
わ
ゆ
る
小
泉
構
造
改

革
は
土
建
国
保
に
と
っ
て
も
深
刻

な
も
の
が
あ
り
、
来
年
度
か
ら
の

新
た
な
補
助
制
度
確
立
に
む
け
そ

の
歴
史
を
学
習
し
、
取
組
み
の
強

化
の
意
義
を
理
解
し
よ
う
と
開
き

ま
し
た
。

榎
本
社
保
対
部
長
が
ハ
ガ
キ
要

請
を
訴
え
て
終
了
し
ま
し
た
。

▼
…
や
っ
ぱ
り
弱

肉
強
食
の
世
界
よ

り
焼
肉
定
食
の
世

界
が
ま
だ
ま
し
で

す
ヨ
ネ
。
ア
ベ
さ

ん
世
の
中
、
コ
ク

ミ
ン
は
よ
く
観
察
し
て
ま
す
。

▼
…
参
院
選
の
結
果
は
、
年

金
対
策
は
共
産
党
提
案
の
パ
ク

リ
（
週
刊
朝
日
）
で
、
政
治
と

カ
ネ
は
「
ル
ー
ル
通
り
公
表
し

て
ま
す
」
の
一
点
ば
り
。
自
殺

大
臣
の
後
釜
の
不
始
末
も
。
戦

後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
脱
却
と
は
何

ぞ
と
思
え
ば
と
ど
の
つ
ま
り
は

戦
前
へ
の
回
帰
と
戦
争
す
る
国

づ
く
り
�
戦
前
レ
ジ
ー
ム
だ
と

い
わ
れ
、
さ
ら
に
は
地
方
紙
で

も
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
「
格
差
に

あ
え
ぐ
地
方
の
反
乱
」
だ
と

し
、
続
投
の
表
明
に
対
し
て
は

「
演
説
の
聴
衆
の
反
応
と
い
う

首
相
の
感
覚
よ
り
確
か
な
の
は

参
院
選
で
示
さ
れ
た
民
意
だ
」

（
北
海
道
新
聞
）
と
指
摘
さ
れ

る
。▼

…
あ
げ
く
は
続
投
を
早
々

と
了
承
し
た
自
民
党
に
も
目
を

む
け
「
自
民
党
衆
院
議
員
は
現

在
３
０
５
人
を
数
え
る
。
こ
の

な
か
に
後
継
首
相
た
り
う
る
人

材
が
１
人
も
見
当
た
ら
な
い
と

し
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
情
け
な
い

話
は
な
い
」（
西
日
本
）
と
皮

肉
ら
れ
て
い
る
。

▼
…
あ
ら
た
め
て
こ
の
国
政

選
挙
の
結
果
だ
け
で
な
く
、
選

挙
前
、
選
挙
中
を
ふ
り
返
っ
て

さ
ら
に
選
挙
後
の
各
党
の
対
応

を
し
っ
か
り
見
つ
め
つ
づ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
政
治
の

流
れ
の
根
本
的
変
化
が
進
行
す

る
と
す
る
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

教
授
の
い
う
３
つ
の
ノ
ー
と
は

①
安
倍
首
相
の
指
導
力
、
②
国

民
の
願
い
と
か
け
離
れ
た
優
先

政
策
（
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の

脱
却
）、
③
経
済
格
差
を
生
み

出
し
た
小
泉
・
安
倍
の
改
革
路

線
だ
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２００７年７月１日現在 ５，７６８人
加 入 ３９人
転 入 ０人
脱 退 ７９人
転 出 ２人

２００７年８月１日現在 ５，７２６人

アアススベベスストト

集集団団訴訴訟訟へへ

支部からも６人が

書書
きき
まま
しし
たた
？？
予予
算算
確確
保保

ハハ
ガガ
キキ
４４
枚枚

仕
事
と
く
ら
し
守
る
運
動
前
進
へ

参
院
選

の
結
果

変変
化化
をを
力力
にに
大大
運運
動動
成成
功功
へへ

たた
たた
かか
っっ
てて
学学
びび

学学
んん
でで
たた
たた
かか
うう

土
建
国
保

守
る
大
学
習
会
に
２
百
人

７�６中央集会を終え、デモ行進する支部の仲間たち

全分会から２００人が出席した学習会（７月１３日夜テクノ）

第６１３号建 設 者２００７年８月１６日（１）
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今
年
度
初
の
建
長
会
の
交
流
会

と
な
っ
た
日
帰
り
バ
ス
旅
行
は
、

７
月
２４
日
（
火
）
に
男
性
４２
人
、

女
性
１３
人
の
計
５５
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

建
長
会
の
た
め
に
？
久
し
ぶ
り

の
晴
天
と
な
っ
た
こ
の
日
の
朝

は
、
集
合
時
間
の
３０
分
前
に
は
す

で
に
１０
人
以
上
の
会
員
が
集
合
し

て
い
る
期
待
の
高
さ
。

甲
府
市
中
心
街
に
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
博
」
見

学
で
武
田
家
の
歴
史
を
学
び
、
河

口
湖
畔
で
懇
親
会
と
富
士
山
を
眺

め
な
が
ら
の
露
天
風
呂
で
、
ま
さ

に
ハ
ダ
カ
の
付
き
合
い
。

帰
り
の
バ
ス
内
で
は
建
長
会
恒

例
の
全
員
に
景
品
が
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
開
催
。
夕
方
の
首
都

高
速
で
の
渋
滞
に
は
ま
っ
て
柴
又

の
花
火
大
会
も
間
に
合
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
バ
ス
内
で

は
カ
ラ
オ
ケ
で
ト
イ
レ
に
行
き
た

い
の
を
紛
ら
わ
し
て
の
帰
路
と
な

り
ま
し
た
が
楽
し
い
一
日
で
し
た

新
小
岩
分
会

を
皮
切
り
に

１１
の
児
童
館
や
学
校
で

・
８
月
４
日
新
宿
↓
プ
イ
パ
ー
ク

・
８
月
５
日
高
砂
↓
団
地
ま
つ
り

・
８
月
１１
日
奥
戸
・
青
戸
↓
児
童

館

・
８
月
１８
日
奥
戸
↓
児
童
館

・
８
月
１９
日
奥
戸
↓
児
童
館

・
８
月
２５
日
奥
戸
・
堀
切
↓
児
童

館

第
４
Ｂ
↓
地
区

セ
ン
タ
ー

・
８
月
２６
日
東
新
小
岩
↓
小
学
校

・
９
月
２
日
飯
塚
↓
社
教
館

・
９
月
１６
日
東
新
小
岩
↓
地
区
セ

ン
タ
ー

夏
休
み
に
入
る
と
、
土
建
ま
つ

り
以
外
に
も
各
地
の
地
区
セ
ン
タ

ー
、
児
童
館
、
小
学
校
、
子
ど
も

会
、
社
教
館
で
開
催
さ
れ
る
ま
つ

り
や
イ
ベ
ン
ト
に
「
東
京
土
建
さ

ん
、
ぜ
ひ
に
…
」
と
今
年
も
１１
カ

所
で
工
作
教
室
を
開
き
ま
す
。

今
回
初
め
て
取
組
む
こ
と
に
な

っ
た
新
小
岩
分
会
（
写
真
・
上
）

も
７
月
２８
日
に
地
元
児
童
館
で
銅

板
表
札
づ
く
り
を
指
導
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

夏
休
み
中
の
毎
土
日
が
ど
こ
か

の
分
会
が
開
催
し
ま
す
。
分
会
仲

間
の
皆
さ
ん
、
指
導
員
と
し
て
手

伝
っ
て
下
さ
い
。

子
育
て
世
代
の

交
流
に
５３
人
が

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

７
月
２２
日
の
日
曜
日
に
後
継
者

対
策
部
が
主
催
よ
び
か
け
た
も
の

で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

《
９
月
拡
大
行
動
の
日
程
》

・
９
月
２
日
支
部
活
動
者
会
議

日
暮
里
ホ
テ
ル
ラ
ッ
グ
ウ
ッ
ド

・
拡
大
統
一
行
動
日

①
９
月
６
〜
７
日

②
９
月
１３
〜
１４
日

③
９
月
２０
〜
２１
日

④
９
月
２６
〜
２８
日
（
３
日
間
）

※
９
月
３０
日

支
部
運
動
会

※
９
月
１６
日

日
曜
行
動

お
し
ら
せ

●
中
越
沖
地
震
救
援
募
金
に
ご
協

力
下
さ
い
。

今
月
群
会
議
で
カ
ン
パ
袋
を
ま

わ
し
ま
す
。
１
人
百
円
程
度
を
目

途
と
し
ま
す
。

●
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
支
部

か
ら
３
人
が
参
加
し
ま
す
。

深
沢
副
委
員
長
、
中
田
書
記
そ

し
て
本
部
主
婦
の
会
か
ら
大
山
さ

ん
の
４
人
で
す
。

●
向
島
監
督
署
と
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
し
ま
す
。

８
月
２４
日
午
後
、
低
層
協
と
共

に
区
内
の
現
場
を
訪
問
し
、
安
全

確
保
の
為
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
す
。

●
賃
金
引
上
げ
（
最
賃
法
改
正
）

署
名
�
群
１
枚
�
に
協
力
を

●
秋
の
賃
金
行
動
は
９
月
６
日
に

実
施
し
ま
す
。

区
内
１０
カ
所
の
現
場
訪
問
を
計

画
中
、
分
会
２
人
参
加
で
す
。

●
葛
飾
区
壮
年
者
健
康
診
断
の
申

込
み
受
付
け
ま
す
。

群
会
議
で
ハ
ガ
キ
大
の
申
込
み

書
に
記
入
し
て
、
８
月
２３
日
ま
で

（
厳
守
）
に
支
部
提
出
を
。

●
東
京
大
空
襲
訴
訟
の
署
名
に
協

力
下
さ
い
。

群
１
枚
で
す
。

●
デ
ィ
ズ
ニ
ー
利
用
券
支
部
に
あ

り
ま
す
。

土
建
国
保
加
入
者
数
分
（
１
人

１
０
０
０
円
割
引
）
で
す
。

●
ど
け
ん
共
済
会

・
自
動
車
共
済
の
見
積
と
新
規

加
入
を
募
集
中
で
す
。

・
火
災
共
済
の
加
入
募
集
中
で

す
。
木
造
５０
口
５
百
万
円
保

障
で
３
０
０
０
円
で
す
。

★
８
月
２８
日
午
後
支
部
事
務
所
閉

鎖
し
ま
す
。
本
部
会
議
の
た

め
。

夏夏休休みみはは工工作作教教室室でですす

秋
年
間
目
標

総
達
成
へ

準
備
怠
り
な
く

さあ秋へ今から準備を！

項 目
分 会

人員 年間目標到達率（１～７月）
年 間
残目標

２００７年
８月１日付
１月比増減

４０５０６０７０８０９０１００％

新 小 岩 １４４ ▲２ １１
西新小岩 １３３ ２ １１
東新小岩 ３７０ ６ １６
奥 戸 ５１８ ２１ ８
本 田 ２０１ ３ １１
立 石 １８７ ６ ４
青 戸 ２１７ ６ １２
お花茶屋 ２０１ ７ １１
堀 切 ３０５ １５ １２
二 葉 ２６０ ▲１ ４
西亀有① １９９ １１ ７
西亀有② １２０ ２ １２
亀 有 ２７０ ３ １５
細 田 ２４９ ▲５２ １８
高 砂 ２７７ ３ １６
柴 又 ２５３ ▲７ １６
新 宿 ２４８ ▲１ １５
金 町 １７２ ６ １３
東 金 町 １８８ ▲１９ １４
東 水 元 ３１５ １２ ９
北 水 元 ２４８ １０ １２
幸 田 ２２５ ±０ １４
飯 塚 ２０３ ±０ １５
そ の 他 ２２３ ６５ １２

合 計
５７２６
９３人増 ２８８６１％（４４４人）

晴天に恵まれて、富士山をバックにハイポーズ

（２）第６１３号建 設 者２００７年８月１６日


